
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「生徒たちから学んだこと」  

 昼休み、校長室にやってくる生徒たちとの会話はとても楽しいです。 

なぜなら子どもたちから学ぶことがたくさんあるからです。例えば、 

「（そもそも～）学校とは・・・」「・・・大人とは・・・」などから始 

まり、さらに大きく捉えると「人」「社会」へとつながる発想を提示して 

くれます。（子どもたちには意図はないと思いますが…） 

 ある生徒は進級の話題になった際、「〇〇先生が担任になってほしい」とぽつりとこぼしまし 

た。なぜかと聞くと「〇〇先生はやさしいから」とのこと。この希望された職員には申し訳ない 

のですが、この職員はおそらく周囲から「やさしい」と思われている可能性は少ないと思います。 

しかし、本人をよく理解している同僚は、繊細でやさしく思いやりのある人柄だと捉えています。

そうなると、この生徒の眼力は立派なものです。子どもたちは人物のプラスもマイナスも見抜 

く力に長けているので、我々職員はより精進しなければならないと教えられます。 

 また進級に関連して、学校になかなか足が向かない生徒たちとの面談で強く感じたことがあり 

ます。それは「ずっと、自身や周囲、そして将来のことを考え続けている」ということです。こ 

れは本校学校教育目標の育てたい生徒の姿「よく考える生徒」「努力を続ける生徒」に十分すぎ 

るくらいあてはまると心打たれました。これも我々職員の指導というよりも、生徒本人の力が大 

きいと思います。学校として、どう支援していくのかが問われている課題です。 

 以上のように、生徒との会話から学校の「課題と成果」を辿っていくと、学校そして家庭・地 

域での大人の取り組み方が見えてきます。コロナ禍での感染症への対応、ICTを活用した学習活 

動、社会情勢の悪化に伴う子どもたちへの影響を考えると、新しい教 

育体制の構築に向けた知識、技能の向上とともに、やはり重要なのは 

「対面」での「人との関わり＝相手も自分も受容する心」の育成では 

ないかと考えます。 

 来年度から本校は学校評議員制度から学校運営協議会を設置する 

「コミュニティ・スクール」となります。より地域・家庭との連携、 

協働をもって子どもたちの支援に取り組んでいきます。 

※ 学校運営協議会（コミュニティ・スクール）とは 

  学校運営協議会とは、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以下地教行法）」に基づく会議体です。保

護者や地域住民の意見を学校運営に反映し、「地域とともにある学校づくり」を実現するための仕組で、教育委員

会が学校に設置するものです。コミュニティ・スクールは、「学校運営協議会」を設置した学校のことを言います。 

学校運営協議会の設置効果 

①協議会委員として保護者や地域住民等が学校運営に参画することで、地域に開かれた教育活動の推進が図られる。 

②協議会を通じて、子どもたちをどのように育んでいくのか、といった目標やビジョン（目指す子ども像）を、保

護者、地域住民、学校が共有できる。 

③協議会における「熟議」により、学校や地域の実情を踏まえた、時代に即した取組（地域学校協働活動）が展開

される。 
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卒業に向けて  

明日 3月 9日（水）は卒業証書授与式。その前まで 3年生は、進路選択後、それぞれの進路に

向けた最後の取り組みを行っているところです。また卒業証書授与式に向けた準備の合間には体 

験的学習や協調性を培うスポーツレクや奉仕活動として学校敷地内、校舎内 

の整備にも取り組んでもらいました。 

そこからは、最上級生として生徒活動・行事への取り組み姿勢の高さ（＝ 

協力性 主体性 共有性 受容性の高さ）を示してくれました。まさに私の 

大好きな「顔晴れ（がんばれ）」の表情、姿から、3年生の成長を肌で感じた

活動でした。 

これからの明るく、幸せな社会づくりに向けて貢献してくれると信じてい 

ます。 

3年球技大会 

2月 22日（火）3年生最後の球技大会が行 

われました。前半はドッジボール、後半はデ 

ィスクゴルフを実施。ディスクゴルフでは職 

員とのエキシビションマッチを行い盛り上が 

りました。チームが相談しながら行うゲーム 

は協力し合う 3年生の良さが見えました。 

校長 雑談授業 

2月 25日（金）誰からも頼まれてもいないのに校長自らお願いして 

「授業もどき」を各クラス一コマずつやらせていただきました。 

私の好きなものを紹介して、好きなものを通して広がる学びについて 

一方的に伝えるスタイルになってしまいましたが、生徒はよく聞いてく 

れました。「自分の授業は成功したのでは？」と勘違いするくらい、3年 

生の思いやりはすばらしいです。 

           自己評価は正確に、そして自分自身を磨く大切さを生徒から教えても 

らいました。 

３年 卒業遠足 

2月 28日（月）新江の島水族館、江の島散策、そして海岸清掃と一日楽しみながら地域・地球

環境について学び、環境を守る活動に取り組みました。天気にも恵まれ、地元江の島でのゆった

りとした時間が流れていきました。ここでも子どもたちから「笑顔」をたくさんもらいました。 
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生徒会 クイズ大会 

 2月 21日（月）生徒会主催のクイズ大会が開催されました。密を 

避けるため「球技大会」を変更して、短期間の準備で全校が楽しめ 

る活動に仕上げてくれました。 

内容は、校内の話題をクイズにして、チーム対抗戦で得点を競い 

合うものです。題材は先生だったり、善行中学校の歴史だったりと 

オンラインを使って、全校生徒が分散しても活動が共有できる楽し 

い企画でした。 

手作り感と一体感あふれる活動は大盛り上がりでした。新生徒会 

の皆さん、やりますねー！ 

 

 

 

善行トピックス 

その一「登下校の安全対策」 

2月 10日（木）善行地区交通安全対策協議会の皆さんに「横断者に注意」 

「横断者多し注意」の看板を中学校正門近くと中原公園近くに設置してい 

ただきました。 

 善行三者ふれあいネットワーク会議で「学校前道路でスピードを上げて 

通過する車両が増え、登下校時が心配です」と報告しましたら、すぐに動 

いてくださいました。協議会の会長様、役員様そして市民センター担当者様、迅速な対応ありが

とうございました。学校だけでは守れない「安全安心」。地域のご協力があってこそ成し遂げる

ものだと感謝申し上げます。生徒たちの見守り、そして指導も遠慮無くお願いします。 

その二「正門の掲示板」 

 スクール・サポート・スタッフの野村さんが正門の掲示板にメッ 

セージで飾り付けをしてくださいました。 

 「卒業おめでとう」3 年生！毎日この言葉に迎えられ、送られて 

幸せでしたね。 

その三「体育館屋根外壁整備」 

 昨年 11月頃から工事していた体育館外壁等整備は、作業足場も外さ 

れ、終了しました。きれいにお化粧され、丈夫にもなって復活です。 

 

 横断歩道へ立看 

 

 

３月の主な予定                              ２３（水） 2年進路・修学旅行説明会 

３／ ９（水） 第 45 回卒業証書授与式                 ⑤⑥球技大会 

  １０（木） 1 年八ヶ岳野外体験教室（～１１日まで）   ２４（木） ⑥大掃除・ワックスがけ 

  １４（月） 2 年⑤⑥合唱コンクールリハーサル            給食最終日 

  １５（火） １年④⑤校時 校外散策           ２５（金） 修了式 離退任式 

  １７（木） 2 年⑤合唱コンクール            ２８（月） 学年末休業 

   

 


